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　　　　　　　　　　　　幽玄の世界へいざなう

　光の海に泳ぐたいまつの炎、真っすぐ伸びた光の向こうに、夜空を彩るスターマインの花

自分が今、どこにいるかさえ忘れそうな美しさは、見る者の言葉をすっかり奪ってしまいました。

今年はカーニバルに参加出来なかった方も、来年は是非、この素晴らしさを味わってください。

（

光
O
競
演
に
う
）
ヤ
り

ヴ
f
・
リ
リ
ー
」
－
中
里
『
雪
原
カ
ー
一

八
卿
94
』
華
ゆ
び
に
行
わ
れ
る

　
　
　
，

　
村
に
春
を
告
げ
る
祭
り
、
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー
ト
中
里
「
雪
原
力
ー
ニ
バ

ル
94
」
が
今
月
十
二
・
十
三
の
両
日
、
清
津
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
お

よ
そ
三
千
人
が
、
雪
原
い
っ
ぱ
い
の
ロ
ー
ソ
ク
の
炎
と
多
彩
な
雪
原
の

催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
昨
年
は
村
の
人
口
と
同
じ
七
千
本
の
ロ
ー
ソ
ク
が
灯
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
会
場
ま
で
の
道
路
の
両
側
を
は
じ
め
、
雪
原
に
波
形
の
模
様
を

描
く
な
ど
の
新
し
い
企
画
を
取
り
入
れ
、
点
灯
さ
れ
た
ロ
ー
ソ
ク
の
数

は
二
万
本
。
お
よ
そ
三
十
分
か
け
て
す
べ
て
の
ロ
ー
ソ
ク
が
灯
さ
れ
た

あ
と
、
赤
や
グ
リ
ー
ン
の
炎
の
た
い
ま
つ
を
か
ざ
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち
に
よ
る
た
い
ま
つ
滑
降
が
行
わ
れ
、
ロ
ー
ソ
ク

の
光
の
海
に
た
い
ま
つ
の
炎
が
泳
ぐ
よ
う
な
光
の
競
演
に
、
会
場
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
今
年
か
ら
全
国
大
会
の
名
を
冠
し
た
雪
上
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
十
四
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
が
、
雪

の
冷
た
ざ
を
も
の
と
も
せ
ず
に
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
は
勝
手
が
違
い
、
雪
に
足
を
と
ら
れ
て
空
振
り
し
た
り
、

ボ
ー
ル
が
思
う
よ
う
に
転
が
ら
ず
に
、
リ
ゴ
ー
ル
に
蹴
り
込
ん
だ
は
ず
が

手
前
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
雪
上
な
ら
で
は
の
プ
レ
ー
に
、
引
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簿

の
父
母
た
ち
も
大
笑
い
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雪
の
ス
テ
ー
ジ
上

で
は
芸
能
協
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
最

後
は
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち

も
踊
り
に
加
わ
っ
て
、
ス
テ

ー
ジ
と
一
体
と
な
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
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2日目の舞台を飾った芸能協会の皆さん



灘
総
讐

鰻
　
　
轄

つイナーしセ飾ったス勺一マイし

　　　　　糧

お父さんたちに人気？0～「リサ」

φステージ

騰

ヒ・ワト歌謡セメドし一で歌った「ミューズ』

　　　　　　　　　　　み　　ド　　　　　　　　灘藷

「ワし一、当ってくれよ』

雪上ド・ワヂボール大会

灘，

「まく埼一。、まく埼一、まく埼一』

　　　「まけよ一、まけよ一・、まけよ一・』

　　豪華商品が当たる福モチまき

騰繋

磁
、

　
縮

婦
瀞鎌繊鴛

足もとが滑って実力半ばφ

「雪上綱引き大会』

奔薮窟

今年は全国大会φ名セ冠した「雪上サ・ワカー大会』

雪原セ彩るローワウo～炎

今年も人気φ「雪0～滑り台』

噸

蟹

骨髄バ1ンウ登録セ呼びかけるぬい

ぐるみは子どもたちに大人気。

　　　　　　　　　一勤．興
　　　　　　　　　　1．熱轟

　　　　＼、　醸・．繋矯
　　　　・、’釜馨顯’．禦，聾纏謬

　　　　　　　　繍懸

　　　　　　　黙譜礁

つきたてo～モチがチビ・ワ子たちに

大好評でした。
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…
　
住
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
と
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
、
…

㎜
4
月
1
日
か
ら
役
場
の
機
構
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
…

…
各
課
の
配
置
も
図
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

【
庁
舎
1
階
】

民
生
課
　
　
高
齢
化
社
会
に
向
け

　
　
　
　
て
保
健
、
福
祉
の
一
体

　
　
　
　
化
を
図
る
た
め
、
今
ま

　
　
　
　
で
の
住
民
課
の
業
務
す

　
　
　
　
べ
て
と
、
保
健
課
の
国

　
　
　
　
民
健
康
保
険
業
務
、
保

　
　
　
　
健
衛
生
の
業
務
を
行
い

　
　
　
　
ま
す
。

会
計
課
　
　
業
務
は
従
来
の
収
入

　
　
　
　
役
室
と
変
わ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
が
、
収
入
役
室
か
ら
会

　
　
　
　
計
課
に
な
り
ま
す
。

税
務
課
　
　
従
来
の
業
務
と
変
わ

　
　
　
　
り
ま
せ
ん
。

環
境
課
　
　
生
活
環
境
の
整
備
充

　
　
　
　
実
に
力
を
入
れ
る
た
め
、

　
　
　
　
保
健
課
で
行
っ
て
い
た

　
　
　
　
衛
生
施
設
組
合
、
浄
化

　
　
　
　
槽
関
係
業
務
と
、
建
設

　
　
　
　
課
で
扱
っ
て
い
た
上
下

　
　
　
　
水
道
業
務
を
行
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
す
。

【
庁
舎
2
階
】

総
務
課
　
　
従
来
の
業
務
と
変
わ

　
　
　
　
り
ま
せ
ん
。

農
林
課
　
　
－
従
来
の
業
務
と
変
わ

　
　
　
　
り
ま
せ
ん
。

建
設
課
　
　
上
下
水
道
業
務
が
環

　
　
　
　
境
課
へ
移
り
、
今
ま
で

　
　
　
　
の
業
務
に
加
え
て
、
総

　
　
　
　
務
課
で
扱
っ
て
い
た
村

　
　
　
　
営
住
宅
の
業
務
を
行
い

　
　
　
　
ま
す

開
発
課
　
　
従
来
の
業
務
と
変
わ

　
　
　
　
り
ま
せ
ん
が
、
宮
中
島

　
　
　
　
温
泉
開
発
に
力
を
注
ぐ

　
　
　
　
た
め
、
課
内
に
島
温
泉

　
　
　
　
開
発
室
を
設
け
ま
し

　
　
　
、
た
。

【
庁
舎
3
階
】

議
会
事
務
局
　
　
従
来
の
業
務
と

　
　
　
　
変
わ
り
ま
せ
ん
。

【
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
】

教
育
委
員
会
　
　
今
ま
で
公
民
館

　
　
　
　
に
社
会
教
育
課
、
庁
内

　
　
　
　
に
学
校
教
育
課
と
場
所

　
　
　
　
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た

　
　
　
　
が
、
生
涯
教
育
を
促
進

　
　
　
　
す
る
た
め
、
一
体
と
な

　
　
　
　
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
移
り
ま
す
。

　
※
図
書
室
は
従
来
ど
お
り
、
総

　
　
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
】

歯
科
診
療
所
　
　
利
用
者
の
利
便

　
　
　
　
を
図
る
た
め
、
場
所
が

　
　
　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
移
り
ま
し
た
。

庁舎2階（事務室部分）

舎1階（事務室部分）

環
境
課

税
務
課

路通

開
発
課

路通

庁

建
設
課

総
務
課

室長村

室接応

農
林
課

器機AO

正
面
玄
関

住
民
ホ
ー
ル

会計課

民生課

ロッカー室
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村
で
は
出
生
の
増
加
と
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
第
三
子

以
降
の
子
を
出
産
さ
れ
た
お
母
さ

ん
に
、
ウ
エ
ル
カ
ム
ベ
ビ
i
奨
励

金
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
4
月
1
日
以
後
に
第

三
子
以
降
の
子
を
出
産
し
た
方
が

①
第
三
子
以
降
の
子
が
、
引
ぎ
続

　
き
村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
母
親
が
一
定
期
間
村
内
に
住
所

　
を
有
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
し
た
と

き
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
金
額

は
子
ひ
と
り
に
つ
き
十
万
円
で
す
。

　
申
請
は
出
生
届
と
併
せ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
印
鑑
と

お
母
さ
ん
の
預
貯
金
通
帳
（
口
座

番
号
の
控
）
も
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
民
生
課

公
蕪
施
設
諭

　
　
使
黒
嚢
登
録
‘

　
　
　
　
　
蔓
難
難
ん
わ

　
村
内
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
、
社
会
教
育
施

設
公
共
使
用
者
登
録
を
し
ま
せ
ん

か
。
教
育
委
員
会
が
申
請
に
基
い

て
承
認
す
る
と
、
総
合
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
体
育
施
設
、
学
校
施

設
を
無
料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

登
録
条
件

　
教
育
・
文
化
・
福
祉
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
、

本
拠
地
が
村
内
に
あ
り
、
営
利
や

宗
教
を
目
的
と
し
な
い
も
の
。

申
請
先
　
今
月
3
0
日
ま
で
に
公
民

館
へ
。
な
お
、
登
録
は
当
年
度
限

り
で
す
の
で
、
今
ま
で
登
録
し
て

い
た
団
体
も
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
の
せ
　
公
民
館

対
象
施
設
　
村
民
体
育
館
、
貝
野

体
育
館
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
倉

俣
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
田
沢
小
・
高
道

山
小
・
清
津
峡
小
・
倉
俣
小
・
中

里
中
の
体
育
施
設
。

申
請
先
　
今
月
30
日
ま
で
に
公
民

館
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
村
で
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
振
興
を
図
る
た
め
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
奨
励
基
金
を
設
け
て
、
各

種
事
業
に
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
事
業

1
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
派
遣
費
補

　
助
事
業
　
関
東
甲
信
越
大
会
、

　
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る
経
費

　
の
助
成

2
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援

　
補
助
事
業

ω
ス
ポ
ー
ツ
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　
事
業
…
…
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
技

　
術
の
向
上
、
ス
ポ
r
ツ
の
普
及

　
の
た
め
に
外
部
か
ら
指
導
者
を

　
招
請
す
る
も
の

②
文
化
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　
文
化
団
体
が
文
化
活
動
の
レ

　
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
外
部
か

　
ら
指
導
者
を
招
請
す
る
も
の

③
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
事

　
業
…
…
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

　
が
、
村
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
行
う

　
イ
ベ
ン
ト

㈲
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
用
具
等

　
整
備
事
業
…
…
文
化
・
ス
ポ
ー

　
ツ
団
体
が
、
活
動
に
必
要
な
用

　
具
等
の
整
備
を
行
う
も
の

対
象
者
　
村
内
に
住
所
を
有
し
、

事
業
を
行
う
個
人
又
は
団
体

申
請
期
目

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
派
遣
費
補
助

　
事
業
…
…
随
時

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
補

　
助
事
業
…
…
4
月
下
旬

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館

　
第
七
回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ

ー
ク
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

開
催
目
　
4
月
2
9
日
み
ど
り
の
日

コ
ー
ス

　
A
コ
ー
ス
　
52
㎞

　
　
津
南
町
役
場
出
発

　
B
コ
ー
ス
　
4
2
㎞

　
　
田
沢
小
学
校
出
発

　
C
コ
ー
ス
　
2
5
㎞

　
　
川
西
町
総
合
体
育
館
出
発

　
フ
ア
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
　
ー
2
㎞

　
　
小
千
谷
市
民
体
育
館
出
発

ゴ
ー
ル
は
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
小

千
谷
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
す
。

参
加
料
　
A
・
B
・
C
コ
ー
ス
は

お
と
な
ー
、
5
0
0
円
、
小
中
学

生
1
、
0
0
0
円
、
未
就
学
児
5

0
0
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
は

お
と
な
ー
、
0
0
0
円
、
小
中
学

生
5
0
0
円
、
未
就
学
児
5
0
0

円
で
す
。

申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
㈹
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
公
民
館
へ

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
食
生
活

か
ら
生
じ
る
様
々
な
健
康
障
害
に

対
処
す
る
た
め
、
地
域
の
食
生
活

改
善
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
担

う
、
食
生
活
改
善
指
導
者
養
成
の

た
め
の
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

場
所
　
十
日
町
保
健
所

募
集
人
員
　
村
内
か
ら
6
人

経
費
　
3
、
0
0
0
円
程
度

申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
ま
で
に
役

場
保
健
課
（
民
生
課
）
へ

日
程
等
、
詳
し
い
こ
と
は
保
健
課

（
民
生
課
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。　

平
成
6
年
度
の
労
働
保
険
料

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
申

告
・
納
付
期
限
は
5
月
1
6
日
ま
で

で
す
。
（
平
成
6
年
度
は
、
5
月
1
5

日
が
日
曜
日
に
あ
た
り
、
金
融
機

関
等
が
お
休
み
の
た
め
1
6
日
㈲
に

な
り
ま
す
）

　
期
限
内
に
、
正
し
く
申
告
・
納

付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
保
険
組
合
に
事
務

を
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方

は
、
事
務
組
合
が
指
定
す
る
日
ま

で
に
手
続
き
を
完
了
し
て
く
だ
さ

い
。　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
雇
用
保

険
課
（
盈
晒
ー
踊
ー
5
5
1
1
内

線
2
8
5
9
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
（
智
57
－
2
4
0
7
）
へ
。
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鰍

　
塾

慧
灘
。

，
調
聾
、

’
軋
　
　
　
イ

　
“
驚

　
亜・

欄黙

克
雪
住
宅
建
設
費
O

一
部
誓
補
助
ー
蒙
す

　
村
で
は
克
雪
住
宅
の
普
及
を
図

る
た
め
、
低
利
融
資
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
こ
の
制
度

に
代
え
て
、
建
設
費
の
「
部
を
補

助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
　
村
内
に
居
住
す
る
方
ま

た
は
村
内
に
居
住
す
る
見
込
み
の

方
で
、
克
雪
住
宅
（
耐
雪
式
・
融

雪
式
・
自
然
落
雪
式
⊥
ロ
同
床
落
雪

式
）
を
建
設
、
購
入
さ
れ
る
方
。

補
助
範
囲
　
補
助
の
対
象
は
、
住

宅
の
克
雪
化
に
要
す
る
工
事
費
で
、

2
5
0
万
円
を
限
度
と
し
、
補
助

率
は
対
象
工
事
費
の
17
・
6
％
（
補

助
金
の
最
高
限
度
額
は
4
4
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

開
発
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
石

　
一
万
剛
華
百
円
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
4
月

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

定
額
の
方
　
月
額
一
万
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
一
万
一
千
百
円

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
方

　
　
　
　
　
　
且
額
一
万
九
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
一
万
一
千
五
百
円

　
受
け
取
る
年
金
額
が
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

料
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
年
金
制
度
を
将
来
的
に
安
定
し

た
も
の
に
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
ゆ

　
ま
た
、
国
民
年
金
に
は
、
保
険

．
料
を
前
も
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
　
一
定
・

の
割
合
で
保
険
料
の
割
り
引
き
が

あ
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

　
な
お
、
平
成
6
年
4
月
か
ら
平

成
7
年
3
月
ま
で
の
1
年
分
を
前

納
す
る
場
合
の
額
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

定額保険料
定額保険料
＋付加保険料

月々納めた場合
133，200

（11，100×12）

138，000
（11，500×12）

前納した場合 129，990 134，670

割引される額 3，210 3，330

二
居
翻
翻
放
流
の

　
　
　
　
　
　
お
鋼
彗
セ

　
奥
清
津
第
二
発
電
所
新
設
工
事

の
た
め
、
次
の
と
お
り
二
居
ダ
ム

か
ら
放
流
し
ま
す
。

　
放
流
期
間
中
は
通
常
よ
り
増
水

し
ま
す
の
で
、
河
川
の
立
ち
入
り

等
に
つ
い
て
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

放
流
開
始
日
時

　
4
月
2
日
ω
　
午
前
9
時

放
流
終
了
日
時

　
5
月
2
5
日
㈱
　
午
後
6
時

最
大
放
流
量
　
2
0
㎡
／
秒
（
4
月

2
日
～
4
月
5
日
）
4
月
5
日
以

降
は
新
規
流
入
量
を
放
流
し
ま
す
。

電
話
繭
引
越
ー
は

　
　
　
　
　
、
隠
皿
臣
番
、

　
3
～
4
月
は
電
話
の
工
事
が
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
引
越
し
が
き

ま
っ
た
ら
、
早
め
に
局
番
な
し
の

「
1
1
6
」
（
無
料
）
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
転
出
の
と
き

　
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
大
変
混
み
合

い
、
手
続
き
が
遅
く
な
る
と
希
望

日
に
取
り
外
し
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
、

遅
く
と
も
1
週
間
前
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
時
に
は
、
電
話
番
号
・

氏
名
・
現
住
所
・
移
転
先
住
所
・

連
絡
先
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。

◎
転
入
の
と
き

　
移
転
の
手
続
き
を
し
て
か
ら
2

～
3
日
後
、
N
T
T
か
ら
移
転
の

状
況
、
工
事
日
な
ど
の
確
認
の
電

話
が
あ
り
ま
す
。
も
し
連
絡
が
な

い
場
合
は
移
転
先
の
N
T
T
（
電

話
番
号
は
転
出
時
案
内
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
を
。

石
油
類
動
漏
出
に

　
　
ご
注
意
く
蒼
、
難
心

　
最
近
、
川
の
水
の
よ
ご
れ
が
目

立
ち
、
き
れ
い
な
環
境
に
つ
い
て

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
魚
沼
地
域
で
は
、

毎
年
必
ず
、
重
油
・
灯
油
漏
出
事

故
が
起
き
て
お
り
、
特
に
雪
解
け

時
期
に
は
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
漏
出
し
た
油
は
周
囲
を
汚

染
し
、
川
へ
流
れ
込
ん
だ
場
合
、

稲
や
魚
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
ば

か
り
で
な
く
、
下
流
で
の
用
水
の

取
水
に
も
重
大
な
支
障
と
な
る
な

ど
、
そ
の
影
響
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
石
油
類
の
移
し
か
え

時
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
を
払

う
と
と
も
に
、
タ
ン
ク
や
配
管
（
特

に
地
下
の
部
分
は
普
段
見
え
な
い

の
で
要
注
意
）
に
異
常
が
な
い
か

十
分
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
季
火
災
嶺
防
運
動

石
行
わ
燕
雛
鷹
器

　
春
季
火
災
予
防
運
動
が
4
月
1

日
か
ら
4
月
7
日
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま

す
。
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い

ま
す
。

　
雪
消
え
と
と
も
に
た
き
火
や
野

焼
き
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で

は
そ
の
場
所
か
ら
離
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

「
防
火
の
輪
　
つ
な
げ
て
広
げ
て

な
く
す
火
事
」
を
合
言
葉
に
、
火

の
用
心
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い

②
子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
や
野

　
焼
き
を
し
な
い

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
は
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。
ー
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　3月25目～4月11目
暮らしのカレンダー

25樹

心配ごと相談（村山篤稔）合デイサービスセンター2階

013：30～16：00

行政相談　倉老人福祉センター　（D13：30～16：00

停電（通り山の一部）09：00～12：00

村内小学校卒業式

26ω 村内保育所卒園式

27（日）

28㈲

29㈹

30㈱

31休）

1樹
心配ごと相談（山本ケン）　合デイサービスセンター2階

013：30～16：00

春季火災予防運動（～7日まで）

2ω

3（日）

4（月）

5㈹ 村内小中学校入学式

6㈱
固定資産課税台帳縦覧（26日まで〉　倉税務課（D8：30～5：00

村内保育所入所式

全国交通安全運動（～15日まで）

7㈲

8働
心配ごと相談（藤田義「）含デイサービスセンター2階

（D13：30～16：00

9ω

10（日）

11（月） 交通事故相談　倉十日町市役所　010：00～14：00（受付）

※変更ずる場i奮がありまず。遷購の際は確認をお願糖じまず。
　　　
　　　 　　　　　　　

　灘難鑛難雛　　一、
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　き　　　　　　　　　　　　　

　講響　襯勲縫灘欝
　　　踵　　蹄　　　　　　　　　　　　　　　簸

製

購
螺　　　　　灘

　　　　　　　　聯

㊧大島医院禅講1

⑳上村病院響粥

⑭津南病院鷺謂

こんな

コンサートは
いかがですか

　4月13日㈱、・津

南町林業センター

（森林組合2階ホ

ール）において￥

ロバの音楽座公演「愉快なコンサート」が

あります。

古楽器が奏でる不思議な響きを楽しみま

せんか。6時30分開演で￥チケットは大人・

こども（保育所年中児以上）とも1人2干

円（会員は二F円）です。

チケットのお求め￥お問い合わせは、津

南おやこ劇場準備会の石田さん（盈65－

2081）へ。

近代絵画の100年　　県立近代美術館

シカゴ美術館展窃悪腿渦

29日（日）まで．シカゴ美術館展を開催します。

会期中は無休ですので．是非ご鑑賞くださ

い。

　
　
　
　
　
　
V
・
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ

「
子
守
り
を
す
る
マ
ダ
ム
・
ル
ー
ラ
ン
」

今月の納税と振替日

■国民健康保険税　　（3月31日）

■国民年金保険料　　（3月25日）

■保育料

■水道料

（3月31日）

（3月31日）


